
2022年8月27日（土）

旧広島陸軍被服支廠の活用を考える
ワークショップ

＜第4回＞
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資料１



★ワークショップの概要
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ワークショップの内容（予定）

・まず,検討スタート！話してみましょう

・被服支廠のことを知りましょう

・被服支廠について,参加者の今の考えを集めてみましょう

第
１
回

第
４
回

・各種団体や先生など,いろんな方々の話を聞いてみましょう

・活用にあたって,大切にしたい考え方（大きい方針）を話し

合ってみましょう

第
２
回

第
３
回

・活用方策のアイデアをいろんな視点から出してみましょう

・「活用し続けるために必要なこと」について，考えてみましょう

3月26日現地見学

済

本日

済

第
５
回

・懇談会のメンバーとの意見交換など,ワークショップの結果

を振り返り,広く発信していきましょう

済



本日のタイムスケジュール
時間 内容

13:00～13:02 あいさつ

13:02～13:05 本日のワークショップの流れ

13:05～13:15 これまでの経緯の説明

13:15～13:25 ワークショップの進め方(全体説明)

13:25～14:50 ワークショップ
ワークショップの進め方(個別説明)

「活用し続けるために必要なこと」に関する議論

14:50～15:15 話し合いの結果の共有（発表）

15:15～15:20 まとめ

15:20～15:25 あいさつ・閉会

◎状況に応じて変更する可能性があります
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★これまでの検討について

第１回 ワークショップ 2022.1.30

第２回 ワークショップ 2022.3.13

大規模ワークショップ 2022.4.17

第３回 ワークショップ 2022.6.11
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被服支廠の活用に関する“基本的な考え方”

ワークショップのご意見を踏まえ，懇談会で議論した結果
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将来にわたって⇒

被服支廠の活用に関する基本的な考え方：

「みんなで守り・育て続ける」 被服支廠 ～時・人・場所をつなぐ～

「被服支廠の存在を活かしていく」
「被服支廠の価値を継承していく」
「歴史と平和の大切さを伝えていく」

育てる

守る

活用の可能性 活用し続けるために必要なこと

【木を育てるための水・光・空気・養分】

対象とする範囲
・４棟（県管理３棟+国管理1棟＋その周辺の空地）を対象と
し,複合的な利用を想定する

⇒被服支廠のもともとの敷地，その周辺，広島市内，
広島県内，さらに全国・海外とのつながりも意識

【種（機能）】

活用によって得られるもの

【果実】

唯一のもの・オリジナルなもの
県民の誇りを醸成
・子どもたちの笑顔，創造的な人材，人と人

の繋がり等

協働で取り組む

• 活用方法に応じた多様な人・主体（行政・団体・民間
事業者・個人）の参画，関与の仕組みをつくる

• 周辺地域との関わりを増やし被服支廠とともにまちを
育てていく

①県民が日常的に集う
日常的に憩い，集える空間として使うことができる図
書館や多目的ルーム，アーバンスポーツ施設等

②県民と来訪者が交流する
県民・来訪者ともに気軽に立ち寄り，交流することが
できるマルシェや公園・広場，観光センター等

集
う
・
交
流

③広島の歴史・平和等について学び，体験する
広島の歴史や自然，平和，被服支廠の建築的な価値等
を学び，継承する資料館・博物館，それを活かした体
験をすることができる様々なツーリズムの拠点等

④多世代がつながる
多様な世代が交流しながら学び，様々な活動に利用で
きるサテライトキャンパスやボランティアの拠点等

学
ぶ
・
体
験

⑤創作・表現・発表する
多様な価値観で創作・表現活動，発表ができるアトリ
エや展示施設，イベントホール，劇場， AI・IT産業の
拠点等

⑥世界とつながる
国内外の人々が被服支廠の建物を通じて平和の大切さ
や歴史文化など様々なストーリーを感じることができ
る宿泊施設やコンベンション施設等

創
造
・
発
信

存在・価値を共有・広める
• 被服支廠の存在が県民の宝であることを共有し，広め

ていく

時代に応じた環境・空間を創る

• 交通網など被服支廠の活用を進める上での訪れやすい
環境を整える

• 被服支廠の空間や，時代の変化に対応した設備を整備
していく

2022年8月版
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将来にわたって⇒様々な種を時代の変化に即しながら育てていく

，



★ワークショップ
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将来にわたって⇒

被服支廠の活用に関する基本的な考え方：

「みんなで守り・育て続ける」 被服支廠 ～時・人・場所をつなぐ～

「被服支廠の存在を活かしていく」
「被服支廠の価値を継承していく」
「歴史と平和の大切さを伝えていく」

育てる

守る

活用の可能性 活用し続けるために必要なこと

【木を育てるための水・光・空気・養分】

対象とする範囲
・４棟（県管理３棟+国管理1棟＋その周辺の空地）を対象と
し,複合的な利用を想定する

⇒被服支廠のもともとの敷地，その周辺，広島市内，
広島県内，さらに全国・海外とのつながりも意識

【種（機能）】

唯一のもの・オリジナルなもの
県民の誇りを醸成
・子どもたちの笑顔，創造的な人材，人と人

の繋がり等

協働で取り組む

• 活用方法に応じた多様な人・主体（行政・団体・民間
事業者・個人）の参画，関与の仕組みをつくる

• 周辺地域との関わりを増やし被服支廠とともにまちを
育てていく

将来にわたって⇒様々な種を時代の変化に即しながら育てていく

，

①県民が日常的に集う
日常的に憩い，集える空間として使うことができる図
書館や多目的ルーム，アーバンスポーツ施設等

②県民と来訪者が交流する
県民・来訪者ともに気軽に立ち寄り，交流することが
できるマルシェや公園・広場，観光センター等

集
う
・
交
流

③広島の歴史・平和等について学び，体験する
広島の歴史や自然，平和，被服支廠の建築的な価値等
を学び，継承する資料館・博物館，それを活かした体
験をすることができる様々なツーリズムの拠点等

④多世代がつながる
多様な世代が交流しながら学び，様々な活動に利用で
きるサテライトキャンパスやボランティアの拠点等

学
ぶ
・
体
験

⑤創作・表現・発表する
多様な価値観で創作・表現活動，発表ができるアトリ
エや展示施設，イベントホール，劇場， AI・IT産業の
拠点等

⑥世界とつながる
国内外の人々が被服支廠の建物を通じて平和の大切さ
や歴史文化など様々なストーリーを感じることができ
る宿泊施設やコンベンション施設等

創
造
・
発
信

存在・価値を共有・広める
• 被服支廠の存在が県民の宝であることを共有し，広め

ていく

時代に応じた環境・空間を創る

• 交通網など被服支廠の活用を進める上での訪れやすい
環境を整える

• 被服支廠の空間や，時代の変化に対応した設備を整備
していく

前回のワークショップ
でいただいたアイデア
等から，まとめ直しま
した。

今回は，この部分につい
て，意見をお聞きしたい
と考えています。

2022年8月版

14

ワークA

ワークB

活用によって得られるもの

【果実】



“基本的な考え方”の“活用し続けるために必要なこ
と”に関して，意見交換を行います

今日は, こんなワークをします！！！

テーマ

活用するためにやることは何？

～これから何ができる？～
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■意見交換にあたって【ワークＡ】

○ 活用の前提として，“被服支廠の存在・価値を共有・広める”
というアクションも重要

→ 被服支廠の存在・価値を共有・広めるために（今から）で
きることを考える 【ワークA】

→ “誰が何をする”といったことが重要
（メリット・デメリットも想像しながら考えてみてください）
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■意見交換にあたって【ワークＢ】

◎ これまで頂いたアイデアのように，活用の方法は様々に考え
られます。その実現のために何が必要でしょうか？

〇 活用を進めるには役割分担が重要（行政・団体・民間事業
者・個人）

○ 安全対策や活用にあたっては，財源が必要（行政の予算化
や民間事業者・個人からの寄付など）

→活用に向けて必要なこと，やれることを考える 【ワークB】
→切り口は，例えば，体制，ひとづくり，財源の確保などで
しょうか

→一つの活用の種（機能）だけで考えず，いずれの種（機能）
においても共通して必要なことを考えてみましょう

→ “誰が何をする”といったことが重要
（メリット・デメリットも想像しながら考えてみてください）



18

■意見交換にあたって【各ワーク共通】

○あわせて “皆さんご自身ができそうなこと”についてのご意
見もおねがいします

○ 数年・数十年後，時代の変化に応じて変化していくためのア
クションも重要ですが・・・

→ 今回の議論は “これからできること”に絞って考える



第4回ワークショップ
ワークシート
イメージ

活用し続けるために必要なこと 【木を育てるための水・光・空気・養分】

【ワークA】 (３０分)
被服支廠の存在・価値を共有・広めるために
（今から）できることを考える
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【ワークB】 (５０分)
活用に向けて必要なこと，やれることを考える

※被服支廠の活用を進めていくために皆さん自身ができそうなことを
是非，考えてみてください。

1.取り組みについて（誰が，何をする）付箋（水色）に意見を書いていく

2.取り組みに対して「自身でできそうなこと」を付箋(ピンク)に書いていく

3.近い意見や共通する項目をグルーピングする

4.その他留意すべき事項は付箋（黄色）に意見を書いていく

誰が，何を
する

自分ができ
ること

その他



第4回ワークショップ
ワークシート
イメージ

例：

団体に被服支廠ツ
アーをやってもら

う

情報提供を呼びかける

広島県がマス
コミで情報提
供を周知

情報を発信する

広島県が被服支
廠でのイベント
開催日を決めて
市民に開放

被服支廠を紹介す
る既存のﾘｰﾌﾚｯﾄを

提供したい

活用し続けるために必要なこと【木を育てるための水・光・空気・養分】

県民と県がマ
ルシェを実施

する

被服支廠の存在を知って
もらう工夫が必要 ﾏﾙｼｪの経験があ

り，企画・運営
を担当すること

ができる
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A 被服支廠の存在価値を共有，広めるために今からできることは？

＜必要なこと＞ ＜誰がする？どのようにする？ ＞

被服支廠を知ってもらう情報
発信が必要

どんな情
報発信が
必要？

被服支廠
の歴史的
背景

被爆建物
としての
存在

広島県がHP
で情報提供を
呼びかける

影響力のある人
インフルエン
サーに依頼

県民が個人
SNSを使って
情報を発信

団体がSNSを
使って情報を

発信

団体がパンフ等
で情報を提供

広島県と関係団
体による被服支
廠見学イベント

県民がフ
リー素材・
映像を提供

情報収集したもの
は県よりHP等を活
用して情報発信



第4回ワークショップ
ワークシート
イメージ

広島県がス
ポンサーを
集める

資金の確保

活用し続けるために必要なこと 【木を育てるための水・光・空気・養分】

例：

21

B 被服支廠の活用を進めていく上で必要となる取組は？

県・市・事業
者・県民，商
店街が協議の
場をもつ

活動を調整
する場が必

要

＜必要なこと＞ ＜誰がする？どのようにする？ ＞

活動・運営
資金

活動を進
める組織
が必要

行き方案内
（交通網）

県民等から
クラファン
で資金集め

広島県が会議
体を作って企
画を運営

県民団体が活動
する人を集める被服支廠の歴

史を語る人づ
くりが必要

活動する人
のネット
ワーク

行政だけで
継続的にお
金を賄うの
は難しい

県民団体，ﾜｰｸｼｮｯ
ﾌﾟﾒﾝﾊﾞｰが語り部
として活躍する

資金を確保することが必要

体制づくりが必要

被服支廠への行きやすさが必要

人づくりが必要

被爆者団体の方
のお話を聞いて
語り部になる

広電が原爆ドームとの
共通チケットを販売し
て周遊性を高める

お得な切符
など



■今日の意見交換のルール・コツ

③他人の発言を批判しない

④一人でしゃべり続けない（大事な時間をみんなで有効に）

①自由な発想大歓迎（いままでの概念を取り払おう！）

②他人のアイデアに便乗して考えよう

禁句（言ってはいけないこと）

実現しない．空想的だ．くだらない．わかりきっている．コ
ストがかかる．意味がない．以前やって失敗した． など

各テーブルで議論を進め
てください

今日は参加者の代表者に
発表いただきます！
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★話し合いの結果を共有しよう（発表）
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★これまでのふりかえり
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★今後について
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■自主勉のススメ

コロナもあって,屋外活動は難しいですが,参考となる情報,
会議室の提供など,みなさんの“自主勉”に必要な協力を
します！

窓口（ワークショップ募集要項と同じです）
■広島県 経営戦略審議官 経営企画チーム (担当：水本，高川)

TEL：082-513-2346   Mail：soukeiei@pref.hiroshima.lg.jp

懇談会の概要や講演の様子など，検討の参考となる情
報提供を随時，県のホームページで公開していきます。
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■（仮称）ワークショップと懇談会の集い

ワークショップメンバーと懇談会メンバーが意見交換など
を行う場として，「（仮称）ワークショップと懇談会の集い」
の開催を企画しています。

その中で，ワークショップメンバーの方から，ワークショッ
プでの学びや意見交換を通じて考えた，自分自身ででき
そうなことなどについて，プレゼンテーションをしてもらえ
ないかと考えています(４名程度：各自５分程度)。※ふり
かえりアンケートで，ご希望をお聞きします

開催日時
令和４年11月中旬を予定
第一部：報告会 14：00～16：00
第二部：交流会 16：00～18：00
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★おわりに

• アンケートにご協力をお願いします
（WEB参加の方は，“チャット”にあげたアンケートに）
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